
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗:改善　↘:悪化　→:変化なし　―:数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位:千円、人）

うち今回補正額
△ 24,178

事業番号 06 06 03 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

・県内の産業廃棄物排出量は約450万ｔで推移しており、適正処理に向けた取組が必要である。
・廃棄物関係業務（監視指導や許認可）は、行政処分等の公権力を行使する機会が多く、適正かつ慎重な事務処理の執行が
必要である。

産業廃棄物の適正処理を推進するため、産業廃棄物処理業等の許可や産業廃棄物の排出抑制・資源化の促進により、産業廃
棄物の適正処理と良好な環境の保全を図る。

① ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物処理推進事業

単位
R2年度 R3年度

No. 指標名

E-mail

実績 実績 推移

R5年度
目標値

事　業　名 産業廃棄物適正処理推進事業費
部局 環境部 課・室 資源循環推進課

実施期間 S46 ～ junkan@pref.nagano.lg.jp

PCB廃棄物の期限内処理に向け、以下の事業を実施
　　・ＰＣＢ廃棄物の期間内処理に向けた啓発等の実施
　　・北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業広域協議会への参加
　　　による適正処理の推進
    ・(補正前:高濃度ＰＣＢ廃棄物等に係る行政処分の実施
　　   ➡２月補正:高濃度ＰＣＢ廃棄物の保管が判明した事業者に対し、
    速やかな適正処理を指導した結果、行政処分の実施にまで至らなかった)

② 産業廃棄物適正処理の推進
産業廃棄物の適正処理を推進するため、以下の事業等を実施
　　・産業廃棄物処理業等の許可に係る審査の実施
　　・多量及び準多量排出事業者に係る計画策定指導
　　・産業廃棄物処理実績報告の実施
　　・処分場用地の適正な維持管理

達成
状況

目標値設定理由
R4年度

実績 推移

良好な生活環境保全の推進

No.

1-1③

施策分野（施策の総合的展開名）
年 数値

直近３か年の状況

年 数値

目標

年 数値年 数値

　

単位
達成目標

（★印が付いているものは主要目標）

該当なし

区分 職員数

20.0
20.0
20.0

R5年度
R4年度
R3年度

決算額

31,769
80,239

前年度繰越

0
0

31,416

当初予算

37,799
74,607
76,732

補正予算等

△ 21,698
△ 37,147
△ 24,251

予算額

うち一般財源
5,728

27,798
74,163

合計
（予算現額）

16,101
37,460
83,897

①

②

③

指標なし

指標なし

<ＰＣＢが使用されている電機機器>

コンデンサ（蓄電器）

安定器

トランス（変圧器）



R5年度
予算

R4年度
予算現額

R3年度
予算現額

予算現額

事　業　名 産業廃棄物適正処理推進事業費

事業番号 06 06 03 細事業一覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

2

1

細事業
No.

細事業名

産業廃棄物適正処理推進事業費

No.

1

うち今回
補正額

千円

83,897 37,460

千円 千円

16,101
-24,178

部局 環境部 課・室 資源循環推進課

令和５年度実施内容（予定）（上段:事業概要、下段:活動によるアウトプット）

ＰＣＢ廃棄物の期間内処理に向けた啓発等
（補正前:高濃度ＰＣＢ廃棄物処理に係る代執行
　 ➡２月補正:高濃度ＰＣＢ廃棄物の保管が判明した事業者に対し、速やか
な適正処理を指導した結果、代執行の実施にまで至らなかった）

事業者への通知650件

阿智産業廃棄物最終処分場用地の適切な維持管理のため、草刈り、除伐、伐
採業務等を実施

環境管理員の配置１名、雑草等の除去１ha（年２回）、除伐２ha等

負担金

直接

委託

細事業を構成する主な取組

PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物処
理推進事業

阿智処分場用地の維持管理経費

実施方法

直接


